
　昨年の近江八幡市内の事故発生件数は 159 件（前年比 -97 件）、死者４人、

負傷者は 200 人（重傷 18 人・軽傷 182 人）となっており、前年よりも減少

していますが、交通死亡事故や重傷事故の割合は高くなっています。

　近江八幡市の交通事故の特徴として、50 代の人の交通事故が最も多く、事

故原因として動静不注視が一番の原因となっているため、周囲の車の動きに注

意した運転を心掛けてください。

　また、あの車は止まってくれるだろう、あの歩行者は道路を横断しないだろ

うといった「だろう運転」は事故を起こしやすいので、あの車は止まってくれ

ないかもしれない、あの歩行者は道路を横断するかもしれないといった「かも

しれない運転」を心掛けたうえで、安全確認をしっかりと行い、悲惨な交通事

故を１件でも減らしましょう。

　昨年一年間の市内での事故発生状況をご存じですか。件数は前年より減少していますが、依然として悲惨な交通事故が後を絶ち

ません。自動車・バイクなどの運転者だけでなく、自転車利用者や歩行者も交通ルールやマナーをしっかり守り、お互いを思いや

る気持ちやゆとりを持って、日頃から交通安全を心掛けましょう。
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企
業
に
お
け
る
安
全
運
転
管
理
の
充
実
を
図

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
す
る
近
江

八
幡
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
。
県
内
に
12

地
区
あ
る
中
の
一
つ
で
、
道
路
交
通
法
に
基
づ

き
選
任
さ
れ
た
安
全
運
転
管
理
者
が
参
加
し
、

近
江
八
幡
警
察
署
管
内
（
本
市
と
竜
王
町
）
で

は
１
９
４
の
事
業
者
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

　
「
行
政
や
警
察
署
、
近
江
八
幡
地
区
交
通
安
全

協
会
と
で
組
織
す
る
近
江
八
幡
地
区
交
通
安
全
対

策
会
議
の
活
動
が
中
心
と
な
り
ま
す
」
と
話
す
西

野
さ
ん
は
、
近
江
八
幡
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協

会
の
会
長
と
な
り
今
年
で
18
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
に
は
、
各
事
業
所

前
で
出
勤
時
間
帯
に
旗
を
持
っ
て
啓
発
し
ま

す
。
ま
た
、
各
事
業
所
に
入
社
し
た
新
入
社
員

を
対
象
に
、「
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
セ
ー
フ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
。
近
江
八
幡
自
動

車
教
習
所
で
、
教
習
所
の
教
官
、
警
察
署
職
員

に
よ
る
講
義
や
路
上
教
習
を
受
講
す
る
こ
と
に

よ
り
、
改
め
て
、
交
通
ル
ー
ル
の
確
認
と
交
通

安
全
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　昭和 49 年、近江八幡地区交通安全協会
に入会。以降、会社を経営する傍ら、交通
安全の啓発に取り組み、48 年目を迎える。
平成 11 年から同協会副会長、平成 20 年
には同協会会長に就任。平成 29 年から滋
賀県交通安全協会の副会長も務める。

　会社役員を務める傍ら、平成 15 年か
ら同協会会長となり、今年で 18 年目を
迎える。平成元年から安全運転管理者。
平成 20 年からは滋賀県安全管理者協会
の副会長も務める。

　

ま
た
、
他
県
の
安
全
運
転
管
理
者
協
会
を
訪

問
し
た
り
、
県
内
外
の
体
験
型
施
設
で
の
交
通

研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
交
通
安
全
へ
の
知
識

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

近
江
八
幡
地
区
交
通
安
全
協
会
と
と
も
に
、

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る
近

江
八
幡
地
区
交
通
安
全
フ
ェ
ア
で
は
、
交
通
安

全
へ
の
取
り
組
み
が
顕
著
な
事
業
所
を
表
彰
。

９
月
～
12
月
に
は
、
県
下
で
一
斉
に
実
施
さ
れ

る
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
。
こ

れ
は
、各
事
業
所
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
、

１
０
０
日
間
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
す
れ
ば
、

表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
昨
年
は
近
江
八
幡
地
区

だ
け
で
５
千
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

人
数
は
県
内
で
大
津
市
に
次
ぐ
２
番
目
と
な

り
、「
近
江
八
幡
地
区
の
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
は
高
い
」
と
西
野
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

　
「
交
通
安
全
の
活
動
は
一
人
で
取
り
組
ん
で
も

何
も
で
き
ま
せ
ん
。
啓
発
も
一
人
で
立
っ
て
い
て

は
効
果
が
薄
く
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
立
つ
こ
と

で
目
に
付
く
し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
の
心
に
啓

発
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
願
い
ま
す
。

　

近
江
八
幡
地
区
交
通
安
全
協
会
は
、
警
察
や

本
市
・
竜
王
町
と
連
携
し
て
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
会
員
は
11
支
部
で
構
成
さ
れ
、
各
支
部
か
ら

参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

上
阪
さ
ん
も
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と

し
て
、
今
年
で
48
年
目
を
迎
え
ま
す
。
少
し
で

も
近
江
八
幡
警
察
署
管
内
の
交
通
事
故
抑
止
の

た
め
に
な
れ
ば
と
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
や
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
も
ち
ろ

ん
、
一
年
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
５
月
は
、「
自
転
車
安
全
利
用
月
間
」

と
し
て
、
市
内
の
各
小
・
中
学
校
や
高
校
で
自

転
車
を
利
用
す
る
児
童
、生
徒
に
啓
発
し
ま
す
。

ま
た
、「
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
地
区
大
会
」

を
開
催
し
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
な
ど
を

競
い
ま
す
。「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
」

に
合
わ
せ
、
交
通
安
全
を
願
う
七
夕
啓
発
や
街

頭
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
10
月
頃
に
は
、

高
齢
者
世
帯
宅
へ
訪
問
し
、
啓
発
品
を
渡
し
な

が
ら
、
交
通
安
全
指
導
を
行
い
ま
す
。
飲
酒
の

機
会
が
多
く
な
る
年
の
瀬
に
は
、
飲
酒
運
転
防

止
の
啓
発
も
。

　

そ
の
ほ
か
、
毎
月
１
日
・
15
日
は
交
通
安
全

日
と
し
て
各
支
部
の
危
険
箇
所
に
立
ち
、通
園
・

通
学
児
の
安
全
を
守
る
た
め
、
旗
を
持
っ
て
啓

発
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
へ
交
通
安

全
教
室
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
信

号
機
の
な
い
横
断
歩
道
に
パ
ト
ラ
イ
ト
を
寄
贈

し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
を
巻
き
添
え
に
し
た
悲
惨
な
交
通

事
故
が
全
国
や
県
内
で
も
頻
発
す
る
な
か
で
、

横
断
者
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
幼
稚
園
や
保

育
所
な
ど
に
横
断
旗
も
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
「
人
の
心
を
動
か
す
よ
う
な
啓
発
を
し
て
、
交

通
安
全
の
意
識
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
上

阪
さ
ん
。
例
え
ば
、
チ
ラ
シ
だ
け
で
な
く
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
啓
発
品
を
渡
す

時
、
喜
ん
で
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
顔
を
見
る

と
、
次
は
ど
の
よ
う
な
啓
発
を
し
よ
う
か
な
と

す
ぐ
に
ア
イ
デ
ア
を
考
え
始
め
る
と
い
い
ま
す
。

　

あ
る
時
、
工
事
現
場
に
置
か
れ
て
い
る
カ
エ

ル
の
絵
が
描
か
れ
た
柵
を
見
て
、
ひ
ら
め
い
た

の
が
「
無
事
カ
エ
ル
」。
緑
色
の
か
わ
い
い
カ

エ
ル
が
描
か
れ
、
お
腹
部
分
に
「
無
事
に
カ
エ

ロ
ー
」の
文
字
が
一
字
ず
つ
書
か
れ
た
看
板
が
、

市
内
の
交
通
事
故
が
多
発
す
る
場
所
に
設
置
さ

れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
引
き
ま
す
。

　
「
交
通
安
全
の
活
動
は
一
人
で
は
で
き
ま
せ

ん
。
日
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し

た
啓
発
に
は
、
免
許
更
新
時
に
ご
協
力
い
た
だ

く
交
通
安
全
協
会
費
や
さ
ま
ざ
ま
な
賛
助
会
費

な
ど
で
運
営
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
は
、
交
通
安
全
意
識
を
十
分
に
も
っ

て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

ま
た
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
」
と
上
阪
さ
ん
は
呼
び
か
け
ま
す
。

　
「
会
社
の
車
に
乗
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

時
点
で
プ
ロ
と
し
て
の
運
転
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
プ
ロ
と
し
て
の
運
転
意
識
を
高
め
、
責
任

を
も
っ
て
運
転
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
西
野

さ
ん
。

　
「
企
業
の
管
理
責
任
や
社
会
的
責
任
の
重
要

性
を
強
く
認
識
し
た
う
え
で
、
会
員
み
ん
な
が

一
致
団
結
し
、
さ
ら
に
警
察
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
機
関
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
、
交
通

事
故
の
撲
滅
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
ず

は
、
自
分
の
職
場
か
ら
事
故
を
無
く
す
、
そ
し

て
、
近
江
八
幡
市
内
、
滋
賀
県
内
、
全
国
と
事

故
を
無
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
交

通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
願
い
ま
す
。

　
「
近
江
八
幡
市
は
観
光
の
ま
ち
で
、
八
幡
堀

周
辺
に
は
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
観
光
客
を
温
か
く
見
守
り
、
人
に

や
さ
し
い
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
ね
」
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「
お
は
よ
う
！
」「
い
っ
て
き
ま
す
！
」
朝
の

住
宅
街
に
元
気
な
声
が
響
き
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
黄
緑
色
の
ベ
ス
ト
に
帽

子
を
被
り
、
住
宅
街
で
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路

の
安
全
を
見
守
る
の
は
、
西
本
郷
町
在
住
の
辻

さ
ん
で
す
。

　

20
年
前
に
、
日
本
の
各
地
で
小
学
生
に
危
害

を
加
え
る
事
件
が
相
次
ぎ
、
自
分
も
地
域
の
人

た
ち
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
に
、
金
田
小
学
校
か
ら
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
の
協
力
要
請
を
受
け
た
辻
さ
ん
。「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
ろ
う
！
」
を
合
言
葉

に
、
自
治
会
や
学
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
保
護
者

な
ど
と
協
力
し
て
、
平
成
18
年
に
隊
員
60
人
か

ら
な
る
「
西
本
郷
子
ど
も
見
守
り
隊
」
を
結
成

し
ま
し
た
。

　

金
田
小
学
校
の
約
９
０
０
人
の
児
童
の
う

ち
、８
割
ほ
ど
が
利
用
す
る
同
町
の
通
学
路
で
、

雨
の
日
や
雪
の
日
も
、
毎
日
の
よ
う
に
交
差
点

に
立
つ
辻
さ
ん
た
ち
。「
お
は
よ
う
」「
気
を
付

け
て
ね
」「
お
か
え
り
」
な
ど
の
優
し
い
声
か

け
に
子
ど
も
た
ち
は
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」「
た
だ
い
ま
！
」
な
ど
元
気
よ
く
答
え

ま
す
。
中
に
は
、「
お
っ
ち
ゃ
ん
、
今
日
は
こ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
よ
」
と
学
校
で
の
で
き
ご

と
を
話
し
て
く
れ
る
子
も
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

西
本
郷
と
い
う
一
つ
の
町
か
ら
始
ま
っ
た
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は
、次
第
に
地
域
へ
と
広
が
り
、

今
年
の
４
月
か
ら
は
学
区
内
の
19
自
治
会
す
べ

て
で
約
６
８
０
人
が
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
こ
ど

も
見
守
り
隊
」
と
し
て
活
動
を
す
る
ま
で
に
至

り
ま
し
た
。

　

点
が
線
に
、
そ
し
て
面
へ
と
広
が
る
見
守
り

の
輪
。
辻
さ
ん
は
「
自
分
一
人
で
は
何
も
で
き

ま
せ
ん
。
地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
の
取
り
組
み
で
す
」
と
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
礼
の
手
紙
が

届
く
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
子

ど
も
た
ち
と
の
言
葉
と
心
の
交
流
が
、
活
動
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
。
身
体
が
元
気
な
う
ち
は
、
交

差
点
に
立
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
な
く
て
も
い
い
世
の
中

に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
」1940 年生まれ。西本郷町在住。平成

16 年からスクールガードに携わり、今
年で 18 年目。現在は、金田小学校区
19 自治会すべてが参加する「スクール
ガードこども見守り隊」の代表を務める。

登下校時に子どもたちに話しかける辻さん。あいさつだけでなく、子どもたちの表情や心の変化にも
注意しながら声かけをされています。

　遠くからでもよく目立つように、黄緑
色のベストと帽子を被り、交差点に立ち
ます。子どもたちが横断歩道を渡る時は、
車から見えるように横断旗を広げます。

※�学区により、色やデザインは異なります。

車の運転を見直してみませんか。
車の運転に不安を感じている人や、自分の運転の癖を知り
たい人など、体験を希望する人は、お気軽にご連絡ください。

対象者　　65 歳以上の高齢ドライバー
講習日時　平日の午前９時～午後４時のうち１時間程度
集合場所　近江八幡警察署

受講者のマイカーを使用します（任意保険未加入車は不可）。
また、講習当日はご家族などの同乗者が必要です。

近江八幡警察署 交通課　 (32)0110

　警察署の職員が、講習の説明を行った後、受講者の頭
部やアクセル・ブレーキを踏む右足、車にセンサーを取
り付けます。

　加齢による視力の低下や判断・処理能力の衰えなど心身の変化により、車の運転に不安を感じていませんか。
　滋賀県警察では、県内在住の 65 歳以上の高齢ドライバーを対象に、自身の運転技能をセンサーや GPS を使用
し、コンピューターで評価する「運転技能自動評価システム Objet( オブジェ )」講習を実施しています。
　今回は、安土学区生活支援グループ「ともに」で買い物支援や病院への送迎など、地域住民の生活支援活動に
取り組む岩下さんに講習を体験いただきました。

　講習で走行するコースは、警察署から出発して約 20
分走行し、警察署へ戻るコースです。講習日までに走行
するコースの地図が配付されるので、当日までにコース
を覚えておきます。

　普段、何気なく自動車を運転してい
ましたが、運転習慣やクセを客観的に
見ることで、自分の運転を見つめなお
すいい機会となりました。
　「ともに」の支援の中には、自分で
買い物にいけない人への支援や病院
への送迎などで車を使用することが多
く、運転する時は細心の注意を払って
います。今回の体験を、日々の支援活
動に生かしたいと思います。

　走行時に取り付けたセンサーのデータを警察署職員が計
測します。診断結果は A ～ E の５段階評価で、棒グラフ
や折れ線グラフで表示し、左右の安全確認の深さやタイミ
ング、確認時間など、運転習慣や癖を知ることができます。
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